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昭和59年度予算（案）

総
額
は
4
2
5
億
1
9
6
1
万
円

一
般
会
計
は
2
7
6
億
8
4
0
万
円
を
計
上

市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
日
開
会
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
の
審
議
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
池
本
市
長
は
、
本
定
例
会
の
胃
頭
で
新
年
度
の
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
五

十
九
年
度
予
算
編
成
の
基
本
に
つ
い
て
触
れ
、
任
期
四
年
目
に
当
た
る
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、
都
市
基
盤
の

整
備
を
最
重
点
と
し
た
六
基
本
政
策
を
骨
子
に
、
「
活
力
あ
る
宇
治
市
」
の
建
設
を
め
ざ
じ
て
ゆ
く
こ
と
を
表

明
、
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
池
本
市
長
の
施
政
方
針
演
説
や
一
般
会
計
予
算
案
の
主
な
使
い
み
ち

に
つ
い
て
の
提
案
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
【
予
算
の
内
訳
な
ど
は
二
王
二
面
に
掲
載
】

三
月
二
日
、
市
議
4
Ｒ
の
三
月
定

例
会
で
、
池
本
市
長
は
昭
和
五
十

九
年
度
の
施
政
方
針
と
基
本
政
策

か
明
ら
か
に
し
、
四
百
二
十
五
億

一
千
九
百
六
十
一
万
円
あ
ま
り
に

の
ぼ
る
新
年
度
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
じ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
百

七
十
六
億
八
百
四
十
万
二
千
円
で
、

五
十
八
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ

で
五
・
四
％
の
増
と
な
っ
で
い
ま

す
。予

算
案
編
成
に
あ
た
り
基
本
と

し
た
考
え
方
は
、
①
国
の
予
算
が

超
緊
縮
予
算
で
あ
る
こ
と
か
干
分

考
λ
な
が
ら
、
池
本
市
政
四
年
間

の
総
仕
上
げ
ご
し
て
、
「
清
潔
に
し

瓦
男
の
あ
る
宏
居
の
建
設
」

に
向
け
て
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
、
道
路
建
設
、
教
育
施
設
建

設
な
ど
可
能
な
限
り
実
施
計
画
の

積
極
的
な
実
施
を
図
る
②
住
民
負
で
す
。

担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
公
私

立
保
育
所
の
保
育
料
、
幼
稚
図
使

用
料
の
値
上
げ
を
図
る
③
一
般
経

常
経
費
に
つ
い
て
は
効
ぶ
的
な
執

行
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
マ
イ
ナ

ス
ー
シ
ー
リ
ン
グ
と
す
る
の
三
点

予
算
特
別
委
員
会
で

1
3
日
か
ら
集
中
審
議

市
議
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
各

予
算
を
集
中
審
議
す
る
た
め
、
五

ト
豊
か
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
公
共
施
設
建
設

（
今
秋
完
成
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

日
に
十
八
人
で
構
成
す
る
予
算
特

別
委
員
会
が
設
ｍ
さ
れ
、
委
員
長

に
野
上
芭
議
員
、
副
委
員
長
に

川
口
信
博
議
員
夕
選
出
。
今
後
、

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
十
三
日

か
ら
十
五
日
、
二
十
一
日
か
ら
二

十
四
日
お
よ
び
二
土
八
日
ま
で
の

日
程
で
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
る
こ

▲斎場建設工事（59年度から開12）

と
に
な
っ
て
い
牛
子
。

ま
た
、
本
企
一
議
で
は
、
提
出
さ

れ
て
い
る
予
算
案
を
は
じ
め
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
議
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
ｍ
は
傍
聴
で
き
求
心
で

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「市民カレンダーと手びき」を配布中

市
で
は
、
市
の
行
事
予
定
や
相
談
日
程
。

市
の
制
度
、
予
防
接
種
の
日
程
表
な
μ
を
掲

載
し
た
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を

弱
竹
。
三
月
上
旬
か
ら
各
町
内
（
自
治
）
会

長
さ
ん
の
ご
協
力
倉
得
て
、
ご
家
庭
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
（
自
治
会
）
に
加
入
さ
れ
て
い
な

人
は
、
三
月
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
宇
治
市
公
民
館
、
木
幡
公
民
館
、
小
倉

公
民
館
に
カ
レ
ン
ダ
ー
か
殴
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
役
所
に
来
庁
さ

れ
る
と
き
広
報
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
ぐ
か
、

ｍ
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
広
報
課
）
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本
年
は
仕
上
げ
の
年

実
施
計
画
を
積
極
的
に
推
進

宇治市長池本正央

施
政
方
針
（
要
旨
）

本
年
は
、
私
か
市
民
の
信
託
を

受
け
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、

市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
任
期
四
年
目
に
当
た
り
ま
す

私
は
こ
の
間
、
市
民
本
位
の
市

政
を
基
本
に
、
清
潔
に
し
て
活
力

の
あ
る
宇
治
市
の
建
設
を
基
本
理

念
と
し
て
、
「
市
民
の
創
造
と
参
加

に
よ
る
饗
娯
い
の
あ
る
市
政
の

推
進
」
、
「
活
力
あ
る
行
政
組
織
を

Ｅ
こ
ノ
ｆ
ｒ
ｔ
／
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ｔ
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／
＾

行
政
の
推
進
」
、
「
明
日
へ
の
計
画

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

府
・
市
の
連
絡
を
密
に
し
積
極
的

に
相
互
協
力
を
図
る
」
と
い
う
三

つ
の
基
本
姿
雲
痔
ち
、
行
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
基
本
理
念
を
具
体
化
す
る

た
め
の
方
策
と
し
ま
し
刄
六
つ

の
基
本
政
策
夕
住
に
、
市
民
福
祉

の
向
上
を
図
る
た
め
全
楠
力
を
傾

注
し
て
参
つ
た
と
こ
ろ
で
す
。

予
算
編
成
の
基
本

あ
っ
て
は
、
葬
送
の
場
所
と
し
て

荘
厳
さ
と
清
ら
か
な
た
た
ず
ま
い

夕
石
つ
た
施
設
と
し
て
、
そ
の
運

営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
で

い
ま
す
。

暮
ら
し
の
周
辺
整
備
で
は
、
市

民
の
皆
様
の
安
全
性
、
快
適
性
の

観
点
に
立
ち
、
今
後
も
引
き
続
き

垂
訓
一
か
い
環
境
行
政
の
推
進
を

図
つ
て
参
る
所
存
で
す
。

第
二
は
、
心
の
ふ
れ
あ
い
と
市

民
文
化
の
向
上
で
す
。

社
会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場

の
人
々
の
福
祉
施
策
に
つ
海
蛋
し

て
は
、
国
な
ど
の
社
会
福
祉
施
策

か
前
提
に
、
自
治
体
と
し
て
厳
し

い
状
況
の
中
に
あ
り
ま
し
で
も
、

積
極
的
に
展
開
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
未
了
。

市
民
文
化
、
教
育
環
境
の
整
備
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
、
国
体
啓
発
な
ど

諸
施
策
を
通
じ
、
高
い
知
性
と
豊

か
な
人
間
性
を
ほ
ぐ
ぐ
み
、
歴
史

に
か
お
る
文
化
創
造
の
都
市
牽
め

ざ
し
て
参
る
所
存
で
す
。

第
三
は
、
活
力
あ
る
地
場
産
業

の
振
興
で
す
。

太
市
の
代
表
的
な
郷
土
産
業
で

あ
り
乖
今
治
茶
の
普
及
宣
伝
を

対
前
年
度
比
が
、
わ
ず
か
〇
・
五

妬
の
伸
び
に
と
ど
ま
り
、
一
般
歳

出
で
は
、
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

〇
・
一
％
と
、
二
年
連
続
の
超
緊

縮
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
の
指
針

と
な
り
ま
す
地
方
財
政
計
画
で
も

抑
制
基
調
の
も
と
で
財
政
規
模
は

一
・
七
％
増
に
と
μ
蛋
り
、
地
方

自
治
体
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

六
つ
の
基
本
政
策

基
本
施
策
の
第
一
は
、
く
5
し

の
周
辺
と
都
市
基
盤
の
整
備
で
す
。

困
難
な
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ

て
も
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環

境
ｍ
備
す
る
こ
と
は
、
行
政
に

課
せ
ら
れ
た
貢
務
で
す
。

五
十
九
年
度
で
は
、
下
水
道
事

業
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
快
適

な
環
境
づ
く
り
に
一
層
努
力
し
て

参
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
斎
場
に

お
蔭
夕
痔
ち
ま
し
て
、
立
ち
遅

れ
て
お
り
ま
し
た
街
路
事
業
、
下

水
道
事
業
、
斎
場
な
ど
都
市
基
盤

の
整
備
、
促
進
を
図
る
と
共
に
。

市
民
待
望
の
文
化
の
殿
堂
と
し

て
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

の
拠
点
と
し
て
の
総
合
福
祉
会
館
、

本
市
観
光
の
核
と
し
て
の
観
光
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
施
設
の
建
設
を
図

る
一
方
、
職
員
給
与
の
適
正
化
や

昼
休
み
窓
口
の
開
設
な
ど
長
年
の

懸
案
課
題
で
あ
り
ま
し
た
施
策
に

つ
き
Ｊ
し
て
も
、
解
決
を
図
り
成

果
か
函
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
は
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
た
歩
む
の
と
厚
く
感
謝
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

国
な
ど
の
状
況

財
政
再
建
の
第
二
年
度
か
迎
入

ま
し
た
国
の
五
十
九
年
度
予
算
は
、

本
年
は
、
私
の
任
期
・
最
終
の
年

で
あ
り
ま
す
の
で
、
非
常
に
厳
し

い
行
財
政
の
下
で
す
が
、
六
十
三

年
京
都
国
体
成
功
へ
の
諸
対
策

や
、
立
ち
遅
れ
て
い
る
都
市
路
盈

の
整
備
か
ほ
じ
め
、
継
続
し
て
い

る
諸
施
策
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、

決
断
と
実
行
の
基
本
精
神
に
立
っ

て
、
清
潔
に
し
て
居
力
の
あ
る
宇

洽
市
建
設
牽
め
ざ
し
最
大
の
努
力

を
い
た
す
所
存
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
自
ら
が

減
量
に
努
力
す
る
と
共
に
、
発
想

の
転
換
か
仔
い
、
諸
施
策
の
実
施

と
多
様
化
す
る
市
民
要
望
に
5
え

て
参
る
所
存
で
す
。

・
五
十
九
年
度
予
算
編
成
の
基
本

的
視
点
と
し
て
は
、
ま
ず
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
率
よ
く
配
分
し
、

事
業
の
重
点
化
、
効
率
化
を
図
る

一
方
、
経
常
経
費
で
切
り
詰
め
ら

れ
る
も
の
は
可
能
な
限
ひ
節
減
を

図
っ
て
い
毒
了
。
ま
た
、
今
日
ま

で
続
け
て
き
ま
し
た
福
祉
や
保
健

に
か
か
る
施
策
・
制
度
は
、
困
難

な
財
政
状
況
の
下
に
あ
っ
て
も
、

後
退
さ
せ
な
い
ぷ
つ
電
Ｒ
的
に
財

源
の
裏
付
け
を
行
う
一
方
、
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
適
正
な
負

担
を
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

は
じ
の
、
種
々
の
産
業
振
興
策
は
、

市
民
の
暮
ら
し
忿
豊
か
に
し
、
本

市
経
済
の
発
展
に
資
す
る
も
の
と

確
信
し
、
将
来
的
展
望
に
立
っ
て
、

活
力
あ
る
地
場
産
業
の
振
興
に
努

力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

第
四
は
、
住
民
自
治
の
確
立
と

新
し
い
地
域
社
会
の
形
成
で
す
。

今
後
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
の
確
保
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
や
情
報
公

開
の
研
究
を
も
含
め
た
行
政
資
料

の
整
備
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

第
五
は
、
同
和
対
策
事
業
の
推

進
で
す
。

今
後
も
、
国
や
府
の
協
力
か
求

め
、
総
合
的
な
同
和
行
政
に
取
り

組
み
、
効
率
的
な
施
策
か
晨
開
し

て
参
る
所
存
で
す
。

笙
ハ
は
、
清
潔
で
決
断
と
実
行

力
の
あ
る
行
財
政
の
運
営
で
す
。

効
ぶ
的
、
計
画
的
な
行
財
政
を

運
営
し
て
い
く
た
め
に
事
務
事
業

の
点
検
・
整
理
や
省
力
化
を
は
じ

め
、
行
政
の
守
備
範
囲
の
見
直
し

と
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
行
政
の
活
性
化

を
図
っ
て
参
る
所
存
で
す
。

活力あるまちづ

くりへ



1984年（昭和59年）3月11日発行（2）

ｉ政を進める基本

λ当初予算案がこ

！2日から始まつ

＝程、審議されて

ｉ．一般会計と特別

1425億1，961万円

三度予算案の中に

Ξな事業をお知ら

1。0％）

Ｆ万円

その他

川意5，016万円（4．2％）

歳入歳出の内訳

（一般会計予算案）
府支出金

6億9，454万円

（ｌ．ｉ％）

23億6，Ｓ67万円

市
民
体
育
館
調
査
費
も
計
上

道路・河川・公園

Ｄ道路などの新設・改良事業費

5億9，827万円

Ｅ〉道路などの維持修繕費

2億5，129万円

Ｃ〉私道舗装新設事業補助金

200万円

Ｅ〉市道街灯調査経費500万円

レ都市計画街路事業（川東京大線Ｃ〉市民体育館建設用地選定調査費

宇治横島線、下居大久保線、大

久保駅前広場）6億2，110万円

Ｅ〉公園整備事業（西宇治公園拡張

北山児童公園整備、善法簡易児

童遊園地整備）3億2，136万円

Ｃ〉都市下水路築造事業（西宇治・

東宇治）1億3，850万円

じ〉道路台帳作成委託料（川西地域）

8，250万円

［〉立場林道分筆測量委託料

800万円

’まちづくり

Ｅ〉公共下水道事業特別会計繰出金

4億8，058万円

Ｃ〉宇治市簡易水道事業特別会計繰

出金2，710万円

ｔ〉市民文化センター建設経費

23億1，372万円

30万円

防災

Ｅ〉消防施設整備事業5，176万円

環境

じ〉古紙回収事業487万円

［〉清掃機械車購入事業1，950万円

Ｃ〉城南衛生管理組合分担金

9億5，656万円

暮らし

Ｃ〉放置自転車対策経費415万円

Ｃ〉交通指導貝配置事業929万円

【〉勤労者住宅融資制度預託金

ｌ（Ｅ3，000万円

社会福祉

に〉民生委員経費1，841万円

【〉暮らしの資金貸付事業委託料

413万円－

ｒ〉宇治市奨学資金貸付事業

294万円

ｃ〉宇治市心身障害児・者共同作業

所運営補助金1，466万円

ｃ〉在宅障害者デイサービス事業委

託料275万円

Ｅ〉老人園芸広場新設事業233万円

ｒ〉敬老会事業5，135万円

Ｅ〉ひとり暮らし老人乳酸菌飲料配

布事業（愛のー声運動）159万円

Ｅ〉在宅寝たきり老人対策事業

150万円

ｔ〉心身障害児母子通園事業委託料

3，613万円

【〉民間保育所運営補助金

1億5，103万円

ｃ〉シルバー人材センター調査費

50万円

【〉生活保護費ｉ8億円

［〉社会福祉法人施設整備備品購入

費1，340万円

ｃ〉精神薄弱者授産施設建設補助金

1，000万円

保健

ｔ〉伝染病患者収容委託事業負担金

887万円

【〉予防接種に要する経費

4，590万円

Ｃ〉結核対策に要する経費

1，140万円

Ｅ〉成人病検診事業に要する経費

4，845万円

［〉保健指導に要する経費

1，319万円

Ｃ〉保健医療センター運営経費

4，174万円

ｔ〉斎場運営費2，082万円

教育

ｔ〉私立幼稚園奨励費1億581万円

［〉笠取第二小学校通学ワゴン車購

入事業210万円

［〉全国中学校体育大会負担金

125万円

Ｃ〉青少年対策経費1，037万円

ｌ〉小中学校・幼稚園施設環境整備

事業1億3，163万円

じ〉笠取第二小学校屋内体育館，プ

ール新設事業9，715万円

Ｅ〉東宇治中学校拡張用地取得・造

成事業6億1，550万円

【〉山城学校建設公社立て替え施行

取得事業（笠取小学校校舎・屋

内体育館，笠取第二小学校校舎

広野中学校校舎・屋内体育館，

東宇治中学校校舎，宇治中学校

校舎）11億4，995万円

【〉住宅都市整備公団立て替え施行

取得事業（北横島小学校校舎・

用地．横島中学校校舎）
2億686万円

Ｃ〉ボランティア保険料875万円

スポーツ

Ｅ〉国体準備委員会補助金600万円

【〉広野中学校夜間照明施設整備事

業2，500万円

市民文化

Ｅ〉歴史資料館展示経費450万円

じ〉埋蔵文化財発堀調査費500万円

Ｃ〉図書館図書購入費4，000万円

Ｃ〉（仮称）財団法人宇治市文化振興

事業団設立出資金1，000万円

ニティー

Ｒ設事業4，498万円

卜所新・増・改築事業費補

300万円

船十画経費150万円

り餅広張用地取得

1，200万円

農業

Ｅ〉地方卸売市場整備事業出資金

7，000万円

［〉水田利用再編対策事業補助金

617万円

Ｃ〉宇治茶振興対策事業補助金

1，003万円

Ｃ〉巨椋池水Ｈ障害対策事業

3，544万円

Ｃ〉農業用排水対策事業763万円

Ｃ〉土地改良総合整備事業補助金

455万円

Ｅ〉農地整備事業192万円

商．工

Ｅ〉宇治市中小企業低利融資制度預

託金4，500万円

Ｅ〉商店街共同事業資金融資制度預

託金1，000万円

Ｃ〉商店街施設整備事業補助金

730万円

［〉産業会館構想基礎調査費
ｌ6ｏ万円
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59年予算
案
主な施策と
予算額

街路事業に約6億2千万円

住民自治の
確立と新し

い地域社会

の形成

活力ある地
場産業の振興

心のふれあ

いと市民文

化の向上

暮らしの周
辺と都市基
盤の整備

一般会計
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昭和59年度当初予算規模

宇治市の本年のｒｌ

となる昭和59年度0

の程まとまり、3ｆ

た市議会定例会に）

います。予算規模Ｃ；

会計を合わせて総客

です。そこで、本＾

おり込まれている3

せします。

▲健康は市民みんなの願い（三種混合予防接種）

会計名 昭和59年度当初予算額昭和58年度当初予算額伸率

一般会計

－ｆ－Ｆ，

27，608，402

千円

26，182，882

Ｘ
5．4

特別会計

交通災占共済事気

田民健康保険事£

公具下水道‘ｉｖ気

住宅新築資金等貰付

■Ｉｖ気

色人保健事変

都市計画事業用地

先行取得事業

簡易水；ａ・）ぶ業

■ｋ災共済事業

農業共済・ｆＶ＾

水道事業

45，717

4，244，747

2，515．726

68，663

5，239，986

23，604

152，825

10，447

34，262

2，575．235

45，090

3，964．090

1，559．404

65，216

5．533，515

22，486

18），922

6，114ぃｉη糾ｉｉｉ

34，943

2，215，569

1．4

7．1

61．3

5．3

△5．3

5．0

△15．5

70．9

△1．9

16．2

特別会計合計 14，911，21213，627，349 9．4

総計 42，519，61439，810，231 6．8

消防費（：

8億2，77：特
別
会
計

21億5，Ｅ41万円

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
一
般
会
計
と
歳

入
歳
出
を
切
り
離
し
て
別
に
経
理
す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
る

場
合
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。
都
市
基
盤
整
備
を
め
ざ
す
公

共
下
水
道
事
業
や
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
水
道
事
業
の
会
計

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
保
事
業

会
計

宇
治
市
国
民
健
康
保
険
事
業

で
は
、
前
年
度
に
脆
七
こ

％
増
の
四
十
二
億
四
千
四
百
七

十
四
万
円
か
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
保
険
料
土
八
億

四
士
八
十
一
万
円
、
国
庫
支
出

金
二
十
四
億
八
千
九
亘
（
十
一

万
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
九
千

四
百
六
十
七
万
円
な
芦
尽
計
上
。

歳
出
で
は
、
療
養
給
付
負
な
ど

で
二
十
三
億
五
千
九
百
九
万
円
、

老
人
保
Ｅ
拠
出
金
十
三
億
九
千

七
百
六
十
八
万
円
、
高
額
療
養

費
二
億
四
千
八
百
四
十
九
万
円
、

助
産
費
三
千
九
百
八
十
四
万
円
、

葬
祭
費
一
千
二
百
七
十
万
円
、

保
健
施
設
費
一
千
八
土
（
万
円

な
芦
尽
計
上
し
て
い
ま
す
。

四
千
二
百
四
十
五
万
円
、
工
事

収
益
四
千
四
百
三
十
五
万
円
の

ほ
か
加
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
て

二
十
億
三
千
百
五
十
八
万
円
を

計
上
。

支
出
で
は
、
第
四
次
拡
張
事

業
と
し
で
、
棋
島
・
小
倉
線
配

水
管
布
設
第
四
期
工
事
な
ど
に

二
億
五
千
百
四
十
万
円
、
施
設

改
良
で
は
、
配
水
管
改
良
工
事

な
ど
に
二
億
二
百
四
十
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

億
五
千
三
百
八
土
八
万
円
、
下

水
道
事
業
債
十
三
億
七
千
六
百

二
十
八
万
円
、
預
金
利
子
五
百

万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
四
億
八
千
五
十
八
万
円
か
計

上
。歳

出
で
は
、
宇
治
川
右
岸
下

水
道
事
業
の
東
宇
治
2
号
・
3

号
汚
水
管
渠
布
設
事
業
費
、
処

理
場
建
設
事
芙
委
託
料
、
修
景

施
設
工
事
（
公
園
化
）
事
業
費

と
、
木
津
川
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
の
開
1
号
管
渠
布
設

費
、
処
理
場
建
設
負
雲
煙
ど

欠
Ｂ
せ
で
二
十
二
億
六
千
八

百
六
十
万
円
か
計
上
し
で
い
ま

す
。
そ
の
内
、
処
理
場
建
設
費

で
は
前
年
度
に
引
き
続
き
宇
治

川
右
岸
公
共
下
水
道
終
末
処
理

場
建
設
奔
耳
£
め
の
経
費
な

ど
で
土
八
億
一
千
九
百
九
十
八

万
円
を
計
上
し
て
い
未
了
。

公
共
下
水
道

会
計

水
道
事
業

会
計

水
道
事
業
の
予
算
額
は
、
二

十
五
億
七
千
五
百
二
十
三
万
円

で
、
五
十
八
年
度
当
初
予
算
と

比
ベ
ー
六
・
二
％
の
増
と
な
っ

て
い
求
了
。
こ
れ
は
水
道
料
金

の
引
μ
王
げ
や
老
朽
管
布
設
替

え
な
ど
の
施
設
改
良
工
事
費
を

計
上
し
た
た
め
で
す
。

収
入
で
は
、
水
道
料
金
十
七

億
四
千
八
百
万
円
、
諸
手
数
料

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
予

算
総
額
二
十
五
竺
千
五
百
七

十
二
万
円
で
、
五
十
八
年
度
当

初
予
算
と
比
べ
六
一
・
三
％
増

と
な
っ
て
い
ホ
チ
。

歳
入
で
は
、
国
Ⅲ
補
助
金
六

▲建設中の東宇治下水処理場（六地蔵）

住民自治
の確立と
新しい地
域社会の
形成

Ｃ〉善法地区内道路改良事業

Ｈ，！ｊ；2，ｌ64万円

Ｃ〉河原地区内道路改良事業

1億3，352万円

Ｃ〉木幡河原団地増築事業

2，806万円

Ｅ〉（仮称）善法青少年センター建設

事業Ｈｆ，5，960万円
コミュこ

［〉集会所支

Ｄ〉民間集と

助金

Ｄ地域ｍ

Ｄ〉小倉公1

その他

瀕
［〉市有林造林等整備事業555万円

［＞0・Ａ（オフィスオートメーシ

ョン）ｍ導入経費250万円

303

Ｃ〉道路台帳を作成（川西地域）

Ｄ市道の街灯調企を実施

Ｅ〉市民体育館建設用地を選定する

ための調査を実施

教育関係

Ｃ〉｀歴史資料館で資料展示

Ｅ〉（仮称）財団法人宇治市文化振興

事業団設立に出資

Ｃ〉笠取第二小学校に通学用のワゴ

ン車を購入

Ｄ笠取第二小学校に屋内体育館と

プールを新設

い束宇治中学校の拡張用地を取得

・造成

［〉広野中学校に夜間照明施設を整

備

Ｃ〉ボランティア保険に加入

［〉国体準備委員会に補助金

主
な
新
規
事
業

民生・福祉関係

Ｄ在宅障害者にディサービスを実

施

Ｃ〉老人園芸ひろばを新設

Ｄシルバー人材センター設置のた

めのｍ査を実施

［〉社会柚祉法人施設を整備するた

めの備品を購入

［〉精神薄弱者授産施設の建設補助

保健・衛生関係

じ〉斎場（金井戸）の運営を開始

観光・農業関係

［〉地方卸売市場整備事業のための

出資

Ｃ〉土地改良総合整備事業の補助

その他

［＞0・Ａ機器を導入

町づくり関係

［〉集会所を新設

レ産業会館構想実現のための基礎

調査を実施

59
年予
算案
主な
施策
と予
算額

同和対策事

業の推進
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公民館のお知らせ

市議会3月定例会に提案中

親
子
ク
ラ
フ
ト
教
室

～
籐
（
と
う
）
工
芸
～

春
休
み
の
［
日
、
親
子
で
籐

（
と
う
）
工
芸
忿
采
し
み
ま
せ

ん
か
。
実
用
品
や
部
屋
の
装
飾

品
を
作
り
毒
了
。

▼
と
き
・
・
・
3
月
2
9
日
俐
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
・
木

幡
公
民
館
▼
作
品
・
・
・
親
（
パ
ン

か
ご
ま
た
は
状
差
し
）
子
ｙ
石

（
小
物
入
れ
ま
た
は
帽
子
飾
り
）

市
で
は
、
五
十
九
年
市
議
会
ニ
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
水
道
拡
張
事

月
定
例
会
に
、
水
道
料
金
の
総
平
業
に
要
し
た
企
業
債
の
利
息
や
、

均
二
六
・
八
六
％
の
引
冑
王
げ
を
電
気
料
金
な
ど
の
諸
経
費
の
値
上

五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
が
り
に
よ
り
、
五
十
八
年
度
末
に

る
こ
と
を
内
容
と
し
た
、
市
水
道
は
累
積
欠
損
金
が
、
四
億
六
千
百

料
金
改
定
案
か
提
案
し
て
い
ま
す
。
三
十
一
万
円
に
な
り
大
変
厳
し
い

人
口
増
に
伴
い
市
の
水
需
要
は
、
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
加
。
こ
れ
に
対
応
す
る
そ
れ
に
加
え
て
、
本
市
の
供
給

た
め
市
で
は
、
施
設
拡
張
を
実
施
量
の
約
七
9
ぷ
占
め
る
京
都
府

し
て
微
ま
し
た
。
ふ
礒
は
赤
水
対
営
水
道
か
ら
の
受
水
価
格
が
、
五

策
や
水
質
管
理
な
ど
施
設
改
良
の
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
約
一
四

充
実
を
も
図
る
必
要
が
あ
り
毒
了
。
％
引
壱
除
身
笞
予
定
で
、
水

独
立
採
算
制
で
あ
る
水
道
事
業
道
財
政
は
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
こ

の
経
営
は
、
宇
治
浄
水
場
を
中
心
と
が
予
想
さ
れ
乖
ｙ
。

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（Ｓ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（Ｓ⑩4687）

Ｌ
人
Ｌ
点
▼
講
師
・
・
・
籐
工
芸
教

室
、
坂
野
頑
子
さ
ん
▼
材
料
費

・
・
・
親
五
百
円
、
子
ど
旦
一
百
円

▼
持
言
Ｔ
は
さ
み
、
タ
オ
ル
、

巻
尺
、
霧
吹
き
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
の
親
子
で
そ
Ｅ
ぼ
小
学

校
4
年
生
以
上
▼
定
員
・
：
親
子

2
0
組
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み

・
：
3
月
1
9
一
日
か
ら
狛
日
ま
で
に

木
幡
公
民
館
へ
材
料
費
奮
添
え

て
直
接
采
館
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

（
木
幡
公
民
館
）

親
子
映
画
の
集
い

親
子
そ
ろ
っ
て
、
ま
た
友
だ

ち
と
一
緒
に
楽
し
い
映
画
か
鑑

賞
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
日
程
と
会
場
・
：
左
表
▼
入

場
料
・
：
無
料
▼
上
映
作
品
・
・
・
フ

ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
―
天
使
た
ち

の
絵
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ー
カ

ラ
ー
誓
詞
分
、
）
僕
の
剣
道
日

記
（
児
童
劇
映
画
・
カ
ラ
ー
作

品
4
0
分
）
。
（
各
公
民
館
）

親子映画の集い日程表

日時 会場

3月

28日

田

午前ｌＯ時～11時半宇冶市公民館

午後Ｉ時～2時半宇治市木幡公民館

午後3時半～5時 宇冷市小倉公民館

そ
こ
で
市
で
は
、
水
道
事
業
の

将
来
の
あ
り
方
と
水
道
経
営
の
問

題
に
つ
い
て
、
五
十
八
年
六
月
に

知
識
経
験
者
と
市
民
代
表
で
構
成

さ
れ
た
水
道
事
業
懇
談
会
に
、
審

議
か
求
め
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
五
十
八
年
十
一
月

に
水
道
料
金
の
値
上
げ
も
や
む
を

得
な
い
と
の
結
論
を
含
め
た
内
容

で
提
言
を
得
ま
し
た
。

現
在
開
か
れ
て
い
車
両
議
会

三
月
定
例
会
に
は
、
こ
の
提
言
を

尊
重
し
な
が
ら
水
道
財
政
の
健
全

化
を
図
り
、

▲第4次拡張事業の薬品沈殿池新設工事

（58年9月宇治浄水場で）

宇治市公民館サークル活動等発表会日程表

安
定
し
た
水
道
供
給

を
確
保
す
る
た
め

に
、
水
道
料
金
の

総
平
均
二
六
・
八

六
％
引
恭
上
げ
を

提
案
し
た
も
の
で

す
。な

お
、
こ
の
水

道
料
金
の
改
定
に

あ
た
っ
て
、
引
き

上
げ
幅
を
出
来
る

だ
け
低
ぐ
抑
え
る

た
め
、
水
道
加
入

金
の
二
〇
％
引
き

上
げ
欠
Ｂ
せ
て

提
案
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水

か
侯
給
す
る
た
め
に
、
ふ
築
も
水

道
事
業
の
充
実
を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
水
道
部
）

お
知
ら
せ

加
入
し
ま
し
た
か

安
心
の
火
災
共
済

市
で
は
、
火
災
に
遭
っ
た
時
急

場
を
し
の
ぐ
資
金
か
垢
付
す
る
火

災
共
済
制
度
を
五
十
八
年
十
二
月

一
日
か
ら
発
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
市
民
の

助
叉
品
に
よ
る
共
済
制
度
で
、

他
の
火
災
保
険
や
共
済
に
加
入
し

て
い
る
場
合
で
も
、
見
舞
金
が
申

請
日
か
ら
一
週
間
以
内
に
給
付
さ

れ
る
こ
と
で
す
。

加
入
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
今
か
ら
で
も
ぜ
ひ
ご
加
入
く

だ
さ
い
。

▼
加
入
資
格
・
：
市
内
に
居
住
し
、

住
民
（
外
人
）
登
録
を
し
て
い
る
世

日時 内容

展

－刀て

の

部

3／23咄

午前10時～午後7時半

（入場は午後7時まで）

3／24吐）

午前ｉ時－午後3時半

（入嬌は午後3時まで）

各サークルの学習活勣の発表．水墨画、

手芸、版画、絵画、拓本、アートフラワ

ー、ｍ紙豆人形など

つ

どい

の部

3／25（ａ）

午前ＩＤ時一午後3時半

Ｉ午前の部…人形ｍ（てんぐのかくれ

みの）、大型紙芝居（Ｓ漏寺のおｌｉ）、パネ

ルシアター（地獄のそうべいほか）コー

ラス（18世紀の舞踊会ほか）■正午一

午後｜時…ペーパークラフト‐午後の

部…映画（宇治僑）．民ａ（宇治茶もみう

た、下津井ＩＳ．真室川音頭ほか）．ギター

マンドリン演奏（ソルベーグの歌ｌｉか）

宇
治
市
公
民
館

｀
サ
ー
ク
ル
活
動
等
発
表
会

宇
治
市
公
民
館
で
活
動
し
て

い
る
サ
Ｌ

間
の
活
動
成
果
を
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
ぶ
れ
あ
い
も
と
め
ｙ

小倉公民館まつり日程表

第
1
0
回
善
法
文
化
祭

3
月
1
7
日
・
1
8
日
善
法
隣
保
館
で

ト
文
化
祭
に
向
け
て
作
品
づ
く
り
（
5
9
年
2
月
善
法

隣
保
館
で
）

帯
主
で
、
現
に
住
ん
で
い
る
家
で

あ
れ
ば
持
ち
家
、
借
家
の
別
は
問

わ
ず
▼
会
費
上
口
五
百
円
で
一

世
帯
ニ
ロ
ま
で
（
途
中
加
入
は
日

割
り
計
算
）
▼
申
し
込
み
・
：
交
通

労
政
課
ま
た
は
郵
便
局
忿
除
く
市

内
金
融
機
関
で
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
。

交
通
労
政
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

日時 内容

3月

20日

㈲

午前10時一正午

朧大型紙芝居（Ｓ溝寺の話），パネルシア

ター（雷の落ちない村ほか）、レクリエーシ

ョンゲーム■手芸コーナー…つまみ絵によ

るおひな様づくり，婦人対象、先着30人、

材料賢300円■七宝焼コーナー…ブローチ

ペンダントづくり、婦人対象、材料費800円－

1，000円

午後Ｉ時半－2時半 おはなし会（幼児向き）

午後ｉ時－4時

■手芸コーナー（子ども対象）…マスコッ

ト帽子づくり、先着90人、無料■手づくり

コーナー（子ども対象）■■・プラスチックペン

ダントづくり、先着100人．無料、和紙面

づくり、先着50人、無料、指人形づくり、

先着ｓｃ人、無料

を
テ
ー
マ
に
第
八
回
サ
ー
ク
ル

活
動
等
発
表
会
を
開
き
ま
す
。

模
擬
店
も
出
店
し
乖
ゐ
で

家
族
蜃
っ
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
日
程
と
内
容
・
：
右
表
▼
会

場
…
宇
治
市
公
民
館
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

小
倉
公
民
館
ま
つ
り

第
三
回
小
倉
公
民
館
ま
つ
り

を
開
き
ま
す
。
楽
し
い
催
に
徊

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ご
家
族

そ
心
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
と
内
容
・
：
右
表
。

（
小
倉
公
民
館
）

（
交
通
労
政
課
）

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

市
・
府
民
税
の
申
告

五
十
九
年
度
の
市
・
府
民
税
の

里
覇
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。

ま
だ
申
告
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

す
ぐ
に
申
告
包
（
市
民
税
課
）

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
き
・
・
・
4
月
1
日
か
ら
1
月

6
日
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
で

1
0
日
間
、
午
後
2
時
～
5
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
黄
槃
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象
・
：
小
学
校
5
年
生
以
上
▼

定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

料
…
三
千
円
▼
申
し
込
み
…
は
が

しない・させない
迷惑駐車

みんなの参加で

深めよう交流を

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
「
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
申
し

込
み
」
と
明
記
し
、
宏
吊
体
育

協
会
事
務
局
（
五
ケ
庄
三
番
割
）

へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
岩
口
求
さ
ん

（
豊
⑩
6
5
6
9
）
ま
で
。

（
市
民
体
育
課
）

太
陽
が
丘

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▼
と
さ
・
・
・
4
月
1
5
日
収
、
2
2
日

間
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
▼
種
目
・
・
・
男
・
女
別
シ
ン

グ
ル
ス
▼
参
加
料
・
：
千
五
百
円
▼

定
員
・
・
・
男
7
0
人
、
女
3
0
人
▼
参
加

資
格
…
1
8
歳
以
上
の
京
都
府
民
（

た
だ
し
学
生
は
不
可
）
▼
申
し
込

善
法
文
化
祭
が
三
月
十
七
日
と

十
八
日
の
両
日
、
善
法
隣
保
館
を

主
会
場
と
し
て
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
文
化
祭
は
、
部
落
解
放
の

一
環
と
し
て
、
善
法
地
域
の
文
化

活
動
の
向
上
と
地
域
住
民
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

一
回
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
第
十
回
目
奪
響
筆
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容
も
多

彩
と
な
り
、
今
年
は
「
広
げ
よ
う

地
域
の
わ
高
め
よ
う
文
化
の
わ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
展
示
中
心
の

見
る
文
化
祭
か
ら
、
地
域
の
み
ん

な
が
参
加
で
き
る
文
化
祭
牽
の
ざ

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
ず
。

部
落
問
題
の
解
決
は
、
国
や
地

方
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
と
同
時

に
、
私
た
ち
国
民
一
人
ひ
と
り
の

課
題
で
す
・
部
落
問
題
を
学
習
す

る
場
と
し
て
、
あ
な
た
も
、
こ
の

善
法
文
化
祭
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
3
月
1
7
日
出
、
1
8
日
面
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ
…
善
法
隣
保
館

▼
展
示
…
趣
味
の
作
品
、
生
花
、

書
道
、
善
法
保
育
園
児
の
作
品

▼
お
茶
会
…
野
点
席
（
1
8
日
の
み
）

▼
手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
…
陶
芸
（

1
8
日
の
み
）

▼
記
念
講
演
の
夕
・
・
・
吊
μ
も
の
教

育
を
考
え
る
講
ｍ
（
1
7
日
、

午
後
7
時
か
ら
）

▼
人
形
劇
・
：
1
8
日
、
午
後
零
時
半

▼
慄
擬
店
・
：
1
7
日
、
1
8
日

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ぼ
・
：

（
1
8
日
の
み
）

（
善
法
文
化
祭
実
行
委
員
会
・
社

会
教
育
課
・
善
法
隣
保
館
）

宇治観光拠点別紹介

企画展第2回万福寺

宇治の観光地を順次拠点別に紹介していこうという企画展の第2

回です。万福寺は中国僧ｓ．元が創
建した寺で、黄聚宗の本山。珍し
い中国風建築で有名です。
とき3月ｌｌ日（ｌ）～18日（1）
ところ観光センター2階ら

゛’乙ざ’・・－

み
・
：
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
出
場
種
目
を

明
記
し
1
月
2
0
日
必
着
で
、
山
城

総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
（
広

野
町
八
軒
屋
谷
一
番
地
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

宇
治
警
察
署
で
は
た
だ
今
、
駐

車
導
簸
り
締
ま
り
強
化
活
動
を

実
施
し
て
い
毒
了
。

道
路
上
に
車
か
駐
車
す
る
こ
と

は
、
迷
惑
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

交
通
事
故
の
原
因
や
、
消
防
車
な

芦
緊
急
車
の
通
行
を
妨
げ
災
害
を

大
き
ぐ
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

「
近
ぐ
に
駐
車
場
が
無
い
か
ら
、

ガ
レ
ー
ジ
に
入
れ
る
の
が
面
倒
」

な
ど
の
軽
い
気
持
で
車
奪
露
上

に
駐
車
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

路
上
駐
車
な
芦
を
無
く
し
、
道

路
は
広
く
正
Ｌ
こ
使
い
ま
し
ょ
・
う
。

（
交
通
労
政
課
）

太
極
拳
（
た
い
き
ょ
く
け
ん
）

体
操
教
室

▼
と
き
・
：
4
月
2
日
囲
か
ら
6

ヵ
月
間
、
毎
週
月
曜
日
午
後
7
時

～
9
時
▼
と
こ
ろ
ふ
落
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
…
簡
化
太
極

拳
▼
講
師
・
：
宇
治
太
極
拳
同
好
会

会
員
▼
受
講
料
…
無
料
、
資
料
代

月
額
千
円
▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着

順
）
▼
服
装
…
軽
装
（
女
性
は
ズ

ボ
ン
着
用
の
こ
と
）
、
や
わ
＾
£
＾
Ｂ

い
運
動
靴
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
ａ
2
3
1

5
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

訂
正
　
市
政
だ
よ
り
三
月
一
日
号
の
そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程
で
伊
勢
田
地
区
、
三
月
十
四
日
、
午
後
二
時
一
四
時
、
伊
勢
田
神
社
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
Ｌ
ま
す
。

304

水道料金

改定案

駐車違反取り締まり強化活動を展開

総平均26.8

6％引き上げ
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